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飲
酒
運
転
根
絶
宣
言

　
県
壱
岐
振
興
局
が
先

月
30
日
、
壱
岐
署
で
飲

酒
運
転
撲
滅
宣
言
を
し

た
。
久
村
豊
彦
局
長
が

「
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対

に
運
転
し
ま
せ
ん
」
な

ど
と
、
永
峯
一
宏
署
長

を
前
に
、
壱
岐
振
興
局

の
約
１
３
０
人
の
職
員

を
代
表
し
て
宣
言
し
、

宣
言
文
を
長
峰
署
長
に

手
渡
し
た
。

　
飲
酒
運
転
の
撲
滅
、

根
絶
の
宣
言
は
、
し
て

い
な
い
事
業
所
、
団
体

の
方
が
少
な
い
く
ら

い
に
行
わ
れ
て
き
た

と
思
う
が
、
最
近
は
そ
の
効

果
が
出
て
い
る
の
か
、
随
分

と
人
々
の
意
識
が
変
化
し
て
、

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
」
「
乗
る

な
ら
飲
む
な
」
の
精
神
が
広
が

り
、
飲
酒
運
転
を
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
は
か
な
り
減
っ
て
き
て

い
る
の
を
、
酒
を
飲
む
場
所
な

ど
へ
出
か
け
た
り
す
る
と
実

感
さ
せ
ら
れ
る
シ
ー
ン
に
よ

く
出
く
わ
す
。

　
家
族
、
特
に
奥
さ
ん
に
迎
え

に
来
て
も
ら
う
、
運
転
の
代
行

を
頼
む
人
と
様
々
だ
し
、
先
日

は
グ
ル
ー
プ
で
来
て
い
る
人

た
ち
の
中
に
、
そ
の
日
の
ド
ラ

イ
バ
ー
を
決
め
て
来
て
い
る

グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は

ま
さ
に
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

運
動
」
の
趣
旨
に
そ
っ
た
も
の

で
、
そ
の
日
ド
ラ
イ
バ
ー
を
務

め
る
男
性
に
聞
い
て
み
る
と
、

「
自
分
も
友
人
た
ち
も
、
こ
の

方
法
に
慣
れ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
飲
ん
で
い
な
く
て
も
な

ぜ
か
盛
り
上
が
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
こ
う
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が

い
る
か
と
思
う
と
、
寂
し
げ

な
場
所
に
車
を
置
い
て
出
か

け
、
帰
宅
時
は
そ
こ
か
ら
運
転

し
て
帰
る
と
い
っ
た
話
を
、
最

近
耳
に
し
て
驚
か
さ
れ
た
。
そ

こ
ま
で
し
て
と
も
思
う
が
、
そ

う
な
る
と
常
習
性
が
問
題
に

な
っ
て
く
る
。
解
消
す
る
に

は
、
や
は
り
マ
イ
カ
ー
に
代
わ

る
車
か
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

を
機
会
ご
と
に
決
め
て
出
か

け
る
ほ
か
は
な
い
。
飲
酒
運
転

は
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る

犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　
話
題
に
な
っ
た
福
岡
市
役

所
の
禁
酒
令
は
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
る
職
員
、
酒
を
扱
う

飲
食
業
の
人
た
ち
の
こ
と
も

あ
り
、
市
長
と
し
て
は
苦
肉
の

策
と
思
う
が
、
数
年
前
に
起
き

た
飲
酒
運
転
が
ら
み
の
死
亡

事
故
以
来
、
飲
酒
運
転
を
す
る

職
員
が
後
を
絶
た
な
い
と
い

う
だ
け
に
―
で
あ
る
。「
つ
い
」

「
気
が
付
く
と
」
「
自
分
だ
け

は
」
な
ど
と
、
頭
に
浮
か
ぶ
人

は
、
事
故
を
起
こ
す
前
に
ア
ル

コ
ー
ル
に
関
す
る
外
来
の
あ

る
病
院
に
行
き
、
医
師
の
診
断

を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
き
ち
っ

と
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

　
来
月
は
11
日
か
ら
21
日
ま
で

の
10
日
間
、
「
車
に
も
乗
せ
よ

う
マ
ナ
ー
と
思
い
や
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
夏
の
交
通
安
全

県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
る
。
運

動
の
重
点
項
目
に
は
▽
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
▽
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
に
、
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
訴
え
る
通
り
、
車

に
は
、
常
に
マ
ナ
ー
と
思
い
や

り
を
乗
せ
て
い
た
い
も
の
。
安

全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
皆
で
「
飲
酒

運
転
根
絶
宣
言
」
を
し
よ
う
。

◎
忌
明
寄
付

◎
寄
付

□
訂
正

◎
雑
巾
贈
る

◎
工
事
入
札

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

慶
　
　
弔

（
５
月
24
日
～
30
日
届
出
）

（
敬
称
略
）

かごづくりにチャレンジする参加者たち

博
物
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
18
回
九
郵
杯
市
Ｓ
Ｐ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

健
闘
！
壱
岐
選
手
団

第
12
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

今
回
は
か
ご
作
り

一
支
国
博
物
館
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
本
市
を
代
表
す
る
地
域
活
性

化
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
で
、
「
地
域
づ
く
り
団
体
自

治
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る

壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
、
市
な
ど
主
催
）
が
10

日
、
初
夏
の
壱
岐
の
島
を
巡
る

特
設
コ
ー
ス
で
開
か
れ
る
。

　
今
年
で
第
24
回
目
の
大
会
と

な
る
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

２
０
１
４
年
長
崎
が
ん
ば
ら
ん

ば
国
体
・
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
壱
岐
開
催
が
決
ま

り
、
全
国
の
自
転
車
フ
ァ
ン
か

ら
注
目
さ
れ
る
中
で
の
レ
ー
ス

で
、
50
㌔
の
２
部
門
に
３
３
３

人
、
30
㌔
の
７
部
門
に
３
４
１

人
、
８
㌔
の
２
部
門
に
６
人
と

過
去
最
多
の
６
８
０
人
を
超
え

る
人
た
ち
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

お
り
、
大
会
前
日
の
９
日
に

は
、
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
ア

メ
リ
カ
の
プ
ロ
チ
ー
ム
に
所
属

す
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
・
日
隈
優

輔
さ
ん
（
29
）
も
50
㌔
の
部
に

出
場
す
る
。

　
各
ク
ラ
ス
の
ス
タ
ー
ト
な
ど

は
、
▼
50
㌔
＝
午
前
８
時
50

分
・
文
化
ホ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
、

ゴ
ー
ル
・
大
谷
体
育
館
前
▼
30

㌔
▽
Ｕ
‐
19
、
39
、
49
＝
同
９

時
45
分
ス
タ
ー
ト
▽
Ｕ
‐
59
、

Ｏ
‐
60
な
ど
＝
同
９
時
55
分
ス

タ
ー
ト
、
い
ず
れ
も
ス
タ
ー
ト

は
芦
辺
港
、
ゴ
ー
ル
・
大
谷
体

育
館
▼
８
㌔
＝
9
時
55
分
、
芦

辺
港
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
・
霞

翠
小
学
校
に
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　
大
会
当
日
は
、
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
が
午
前
８
時
20
分
か

ら
正
午
ま
で
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
市
民
、
ド
ラ

イ
バ
ー
ら
に
協
力
が
望
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
応
援
に
関
し
て

は
、
自
転
車
は
一
団
と
な
り
、

非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
通
過

す
る
た
め
、
各
現
場
の
警
察
官

や
消
防
団
員
、
交
通
指
導
員
ら

の
指
示
に
従
う
よ
う
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
同
事
務
局

（
電
話
48

｜

０
５
９
０
９
）
へ
。

　
初
夏
の
壱
岐
の
島
を
銀
輪
が

疾
走
す
る
第
24
回
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
10
日
、
島

内
を
巡
る
特
設
コ
ー
ス
）
・
50

㌔
に
出
場
す
る
プ
ロ
の
サ
イ

ク
リ
ス
ト
・
日
隈
優
輔
選
手

（
29
）
の
「
自
転
車
で
心
も
体

も
元
気
に
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
９
日
午
後
２
時
か
ら
、

芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館
で
開

か
れ
る
。
　
　

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
フ

ラ
ン
ス
や
台
湾
な
ど
国
内
外
で

活
躍
す
る
日
隈
選
手
が
①
プ
ロ

も
取
り
入
れ
る
簡
単
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
（
実
技
指
導
）
②
世
界
の

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
異
文
化
体
験

（
ト
ー
ク
）
③
壱
岐
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
壱
岐
島
の
魅

力
（
同
）
④
晴
天
の
際
は
博
物
館

の
駐
車
場
を
プ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で

走
行
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
す
る
。
参
加
無
料
。

　
参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

は
同
博
物
館
（
電
話
０
９
２
０

|
４
５
|
２
７
３
１
）
へ
。

　
第
12
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
５
月
26
日
と
27
日
の
両

日
、
長
崎
市
、
総
合
運
動
公
園
、・

か
き
ど
ま
り
陸
上
競
技
場
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
、
本
市

か
ら
も
市
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
・
篠
崎
絹
代
副
会
長
を
団
長

に
、
選
手
42
人
で
壱
岐
選
手
団

が
編
成
さ
れ
、
13
競
技
に
参
加
。

金
８
個
、
銀
17
個
、
銅
10
個
の

合
計
35
個
を
獲
得
す
る
な
ど
大

い
に
健
闘
し
た
。

　
親
子
で
参
加
で
き
る
企
画
と

し
て
人
気
の
芦
辺
町
、
一
支
国

博
物
館
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

３
日
午
後
２
時
か
ら
、
同
博
物

館
3
回
の
体
験
交
流
室
で
開
か

れ
、
親
子
連
れ
ら
22
組
・
30
人

が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　
講
師
の
坂
口
晴
美
さ
ん
の
指

導
で
、
参
加
者
は
今
回
、
籐
の

丸
か
ご
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
お
母
さ
ん
と
参
加
し
た
勝

本
小
学
校
６
年
生
、
谷
本
夢
羽

さ
ん
は
「
籐
を
編
み
込
ん
で
い

く
の
が
難
し
い
け
ど
、
と
て
も

楽
し
い
で
す
。
素
敵
な
か
ご
が

で
き
る
と
い
い
な
あ
」
と
話
し

な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
挑
戦
し

て
い
た
。

▽
壱
岐
地
区
河
川
砂
防
情
報

シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
業
務

委
託
（
保
守
点
検
）
＝
３
、

３
３
０
、０
０
０
円
・
（
株
）
М

Ｈ
Ｉ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

ズ▽
大
島
漁
港
小
規
模
改
修
（
道

路
補
修
）
＝
４
３
９
，
０
０
０

円
・
日
設
工
業

▽
壱
岐
管
内
ダ
ム
管
理
設
備

保
守
点
検
業
務
委
託
（
勝
本
・

永
田
・
男
女
岳
ダ
ム
）
＝
６
、

４
０
０
、
０
０
０
円
・
沖
ウ
イ

ン
テ
ッ
ク
（
株
）
九
州
支
店

▽
刈
田
院
川
河
川
自
然
災
害
防

止
（
測
量
設
計
業
務
委
託
）
＝

５
，
１
０
０
，
０
０
０
円
・（
株
）

親
和
テ
ク
ノ

▽
主
要
地
方
道
郷
ノ
浦
沼
津
勝

本
線
道
路
改
良
（
歩
道
詳
細

設
計
委
託
）
＝
２
，
９
５
０
，

０
０
０
円
・
（
株
）
ペ
ッ
ク

▽
主
要
地
方
道
郷
ノ
浦
沼
津
勝

本
線
道
路
改
良
（
１
工
区
）
＝

１
４
，
８
９
８
，
０
０
０
円
・

（
株
）
壱
岐
産
業

▽
芦
辺
町
、
諸
吉
南
老
人
ク
ラ

ブ
（
森
元
孝
会
長
）
は
田
河
小

学
校
へ
雑
巾
70
枚
を
贈
り
喜
ば

れ
た
。

▽
簡
保
14
Ｂ
旅
行
会
は
福
祉
事

業
に
役
立
て
て
―
と
市
社
協
郷

ノ
浦
事
業
所
へ

▽
郷
ノ
浦
町
長
峰
本
村
触
、
岳

野
照
雄
（
亡
母
ミ
ス
ミ
）
・
市

社
協
郷
ノ
浦
事
業
所
、
長
峰
本

村
公
民
館
へ

▽
郷
ノ
浦
町
初
山
東
触
、
長
嶋

上
（
亡
父
法
男
）
・
市
社
協
郷
ノ

浦
事
業
所
、
初
山
東
の
西
公
民

館
、
初
山
東
触
老
人
会
へ

▽
郷
ノ
浦
町
郷
ノ
浦
、
草
野
正

純
（
亡
父
正
孝
）
・
市
社
協
郷
ノ

浦
事
業
所
、
亀
川
迎
町
公
民
館
、

片
渕
一
丁
目
自
治
会
（
長
崎
市
）
へ

▽
石
田
町
石
田
西
触
、
山
川
邦

彦
（
亡
父
幸
）
・
市
社
協
石
田

事
業
所
、
石
田
西
前
公
民
館
、

同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
勝
本
町
東
触
、
井
戸
川
由
明

（
亡
父
福
丸
）・
市
社
協
勝
本
事

業
所
、
東
触
公
民
館
、
同
触
老

楽
ク
ラ
ブ
へ

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
鳥
山
琴
美
（
こ
と
み
）
ち
ゃ

ん
／
修
・
釘
山
触

【
石
田
町
】

▽
吉
富
愛
瑠
（
あ
い
る
）
ち
ゃ

ん
／
浩
平
・
石
田
西
触

▽
中
上
一
郎
さ
ん
（
78
）
勝
本
浦

【
芦
辺
町
】

▽
吉
田
ヨ
シ
コ
さ
ん
（
86
）
諸

吉
南
触

▽
前
号
１
面
、
河
合
曽
良
翁

３
０
３
回
忌
の
記
事
中
、
勝
本
町

で
客
氏
と
あ
る
の
は
客
死
の
誤
り

で
し
た
。

▽
前
号
２
面
、
九
郵
杯
・
市
小
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
記
事
の

見
出
し
で
「
渡
良
Ｓ
Ｃ
が
優
勝
」

と
あ
る
の
は
、
「
芦
辺
レ
ッ
ド
パ

ワ
ー
ズ
優
勝
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▽
前
号
２
面
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
記
事
で
見
出
し
が
「
第

18
回
九
郵
杯
市
Ｓ
Ｐ
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
12
回
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

10
日
８
時
50
分
ス
タ
ー
ト

過
去
最
多
６
８
０
人
超
え
る
参
加    

第
24
回
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
中
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。


